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Abstract: A 74 year old man was stung by females of a parasitic wasp, Sclerodermus sp.

in middle May, 1981. This patient was injured on the whole body except upper parts

from neck in the night. It was found that this wasp lived in the larvae of longicorn

beetle, Palaeocallidium rufipenne which were under the bark of Japanese cedar used as
firewood to heat the bath.
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緒　　　　　呂

タロアリガタバチ　sCt打0dピn乃vs　乃ゆタロ花山Js

YuASA　はシ～1ンムシやカミキリムシなどの甲虫の

幼虫または蛹に寄生する寄生蜂の1種であるが，

時として大発生し，人を刺して皮膚炎や眼障害を起

こすことが知られている（湯浅・尾上，193o；植

村，1935；Asahina，1953；川島，1953；有賀，

1959；伊藤・下釜，1962；立川，1980a，b）・し

かし，その報告は少なく，九州地方では1倒しかな

し、，
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著者らは最近タロアリガタバチによく似たアリガ

タパテの1種sctgrO‘tgr椚vs Sp・による蟄症例に遭

遇したので報告する・

症　　　　　例

患者：74才，男，農業；住所，長崎県西彼杵郡西

彼杵町風早・初診：昭和36年5月12日．家族歴及び

既往歴，特記すべきことなし．

現病憂：初診1週間前から夜になるとどこからと

もなく屋内にはいってくるアリの様な虫に刺された
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という・天井から落ちてくるものもあり，畳をはっ

てくるものもあり，また夜具にはいっているものあ

りで，刺されると痛みが激しく，夜毎に虫は増える

一方で刺される痛みに耐えかねてその虫を掃えて持

参し受診した．

初診時の症状：皮疹は謳幹から四肢にわたり小紅

斑として散発しており，それら個々の皮疹の中J山こ

は刺螫口が認められる（Fig．1）・

Fig．1．Eruptions caused by stlng0f

SCler0dermus sp．on the abdomen

of a74year01d man－

治療並びに経過：止痔剤としての抗ヒスタミン剤

の内服と，ステロイド軟膏の塗布によって約10日に

て治癒した，なお，虫は掃き集めて焼却したが，そ

の後自然に日を迫って減少していったという．

患家の発生源の調査：患者が初めて受診に来てか

ら7日後に，長崎県西彼杵郡西彼杵町風早にある患

者の家にアリガタバチの発生源を明らかにするため

出向いた．患家は海岸より約1kmの丘陵地にあり，

10年位前に建てられた24坪の木造平屋建てでタロア

リガタバチの発生場所となる杉や松村は建材として

使用さ九ていない．この家には，6，6，4．5及び

4，5畳の4部屋があり，建材は比較的新しいものば

かりであった・屋内を精査したところ，南向きの網

戸（9Ox5oCm　のサラン製）の敷居に約5n個体の死

亡した3mm位の黒いアリガタバチを発見した．患

者によれば，これらの虫は網戸のところによくいる

ので網戸に毎日殺虫剤を散布したためであるという．

これらの結果から本蜂乃発生源はこの家の／．部に

あると考え，家の周囲を隅なく調査した結果，網戸

から約2m離れた軒下に外壁に接して積み上げら

れた皮付きの杉村が発生源であることが判明した

（Fig．2）．この杉村は厚さ2cm，幅2Ocm，長さ30

cm位の長方形のもので，風呂沸し用の燃料として

使用するため3年程前に製材所より買い入れたもの

である．この薪から10杖を無作為に選んで抜き出し

アリガタバチ及びその寄主と思われるカミキリムシ

を取り出した・カミキリムシは杉の皮下に近い部分

で計3個体しか採集できなかった．アリガタバチも

同じ部分において合計40個体採集することができ

た．これらは全部生きており，採集時に刺しにきた

ものもあった・また本虫はすべて雌であることがわ

かった（Figs．3，4）．他の杉村等についても調査

したが全くアリガタバチはみつからなかったので，

薪束がこのハチの発生源であると断定した・著者の

1人である立Jiiによりカミキリムシ及びアリガタバ

チはヒメスギカミキリ　鞄ga紺Cattt（払m r扉車e乃乃g

MorscHULSKY及びタロアリガタ～；チに似たアリ

ガタ～ミチの1種　sct汀Oetermvs Sp．と同定された．

また同時に発見されたヒメスギカミキリは本蜂の寄

主と考えられた・

Fig．2・A Pile of firew0ods ofJapanes
cedar near the h0uSe．

Fig．3・Adult females0fSCle和dermussp・

under the bark of firewood of

Japanese cedar．



摘要

クロアリガタバチによく似たSclerodermus sp.

による螫症例に遭遇した.この患者は74才になる男

性で,夜間に本虫に全身を刺されて皮膚炎を起こし

F言g．4．Adult femafes ofSCler0dermus sP．

今回の調査は患者の初診日から7日後に行なわれ

たものであり，こ町時点ではヒメスギカミキリ及び

アリガタパテの採集数が少なかったので，本蜂の発

生は下火になったと判断し，薪束をそのまま放置し

たがその後刺螫されなかった・

考　　　　　察

A8abina（1953）は東京都大塚刀聾唖学校の校舎

にタロアリガタパテが大発生し，多くの学生が授業

中に刺されて集団皮膚炎が発生したことを報告し

た．ほぼ同様のことが長崎県下の小学校でもみられ

た（伊藤・下釜，1962），これらは昼間に刺螫され

たもので，その発生源は教室内の天井裏の梁に使用

されていたマツザイシバンムシ且r乃O古tvs〝10tttsL．

またはヒメスギカミキリpataeOCa批払皿m拘励冊

に加害された杉村であった・

しかし，川島（1959）が経験したタロアリガタパ

テによる3例の限障害患者はすべて夜間に刺された

ものであるが，発生源は確認されていない．我々の

場合もやはり本虫による刺螫は夜間に行なわれてお

り，この点では川島（1959）の結果と一致する・す

でに述べたように，本報に示したアリガタバチの発

生源は屋3外に積みかさねられた，ヒメスギカミキリ

の食害を受けた杉村の薪であった一　ここから発生し

た本蜂が灯火に誘引されて患家内に侵入したものと

思われる．これらの事実からタロアリガタバチ及び

sotemd汀mvs Sp．の被害時刻の変動は発生源のおか

れている環境条件や患家と発生源との距離の遠近と

関連して起こるように思われる・

この調査時にはsogerO滋r椚‡tsSp・の患家内への

侵入はほとんどなくなっていたので，発生源である
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薪の焼却は行なわなかった・本虫の殺虫剤によるFこLミ

陰には，ダイアンノンやフニニトロチオンなどの薬

剤を散布するとかなりの－’二‡i除効果があると思われる

（伊藤・下釜，1962；立川，1980b；柚，1980）・

岡田（1960〕もタロアリガタバチによく似たアリ

ガタ～ミチの1種soterO壷rmμs Sp3　が人体を副費し

たことを報告した．

これまで仁報告によればsCterOet打mvT Sp・は2

種のカミキリムシと1種のタマムシの幼虫または蛹

に寄生し，年4回世代を繰り返す（井戸，1967；立

川，19日Oa，b）．これに対してグロアリガタパテ

はクシヒゲシバンムシをはじめ土してカミキリムシ

を含む計8種の甲虫の幼虫に寄生して，年1回発

生すると推測されている（東ら，1967；立川，1980

a，b）・上述町報告かF）みるかぎりタロ7リガタバ

チとsotピrOetermvs Sp．とは寄主昆虫孔種類数や発

生回数の点で異っているように思われ，両者は別種

である疑いもある．また本報に示したsot打O‘t打mvs

sp・が岡田（1960）のそれと同，一種亡ある可能性も

ある．いずれにせよタロアリガタバチ及びsot肌－

dgrm祝sSp．の唾の問題については今後の詳細な研

究に待たなければならない．

最近になってタロアリガタバチとは異なるシバン

ムシアリガタバチC申たatO乃Omta ga措oOJa（AsH3

MEAD）が著者の1人，立J【i（立川，1980a，b）

によって初ど〕て日本にも産することが報告された．

本虫は郡市のコンクリート住宅の畳を食害するタバ

コシ／；ンムシ　Lasi0derma serT・ic0rne FABRICIUS

に寄生することが多く，年々被害発生件数が増加し，

その分布域の拡大町傾向が著しくなっている（島田

ら，1976；酒井・西山，1978；山本ら，1979；伊藤，

1980；立川，1980a，b；堀，1981；松浦，1981）．

したがって都市化の進展に伴い，本種の衛生害虫と

しての重要性は益々大きくなり，同時により効果的

の防除法の確立が要求されるであろう．このために

は本蜂刀みならず，寄主昆虫のタノミコシノミンムシ等

の生理生態についても基礎的研究の集積が必要であ

ろう・



た.このハチは患家の周囲に積み重ねてあった風呂

たき用の杉の薪を食害していたヒメスギカミキリ

Paleocallidium rufipenneの幼虫に寄生していたこ

とがわかった.
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